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Hi-net 記録の重合による地球深部不連続面の構造推定

Investigation of structure of earth's deep discontinuities by using Hi-net data
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　昨秋の地震学会のセッション「新・地震波形解剖学」において，地球深部起源のフェイズが Hi-net におい
て明瞭に観測されていることが報告された．今回，Hi-net 記録を波形重合してこれらのフェイズを同定し，それ
を用いた地球深部の不連続面近傍の構造推定例を報告する．
　地球深部の明瞭な不連続である CMB や ICB における物性値の変化やその近傍での不均質構造の推定は，その

上下の層のダイナミクスを推定する上で重要な境界条件を与える．これらの不連続での地震反射波はその上下の
物性変化量に敏感であるが，それらのフェイズ固有の低い振幅により，その検出はしばしば困難を伴う．それゆ
え波形重合が用いられるが，S/N を上げるために多くの観測点を用いると，広い領域をサンプリングしてしまい
空間解像度が落ちるというジレンマがある．しかし，Hi-net のような空間的に密な観測網の整備は，この困難を
解消すると期待される．
　図は，2002/06/29(日本時)に発生した中国-ロシア国境付近での深発地震を記録した Hi-net の上下動成分を

重合したものである．重合は，観測点の方位角を 10°ずつに区切ったデータセットで行った．上図が方位角 140°-
150°，下図が 160°-170°の範囲の波形重合の例である．直達 P，SｃP はそれぞれの波形でも明瞭に確認できるが，
PKiKP は重合によって検出できた．この地震と Hi-net の震央距離は 10°前後で，これらの CMB，ICB 反射波はそれ
ぞれの反射面にほとんど鉛直に入射している．このような反射係数の小さい反射波が，方位角 10°という極めて
小さい領域内の観測点記録での重合で検出できることは，Hi-net の地球深部構造推定アレーとしての能力の高さ
を示している．
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